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主要な施策の成果（事務事業評価）令和２年度実績【施策コード：Ⅰ－５－(２)】ｱ

No. 活 動 指 標 達成度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 成 果 指 標 達成度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 評価

 目標値 1,600 1,650 目標値 1,500 1,450

 ( H28 ～ R2 ) 実績値 1,653 183 実績値 1,203 1,009

 [人] 達成率 103.3% 11.1% [件] 達成率 119.8% 130.4%

 目標値 4,300 4,350

実績値 5,671 5,262

[人] 達成率 131.9% 121.0%

令和 2 年度 令和 3 年度 目標値

1,885 実績値

1,716 達成率

No. 活 動 指 標 達成度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 成 果 指 標 達成度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 評価

 目標値 15,000 15,000 目標値 1,073 970 900

 ( H28 ～ ) 実績値 22,265 20,809 実績値 736 585 －

 [人] 達成率 148.4% 138.7% [人] 達成率 131.4% 139.7% －

 目標値 360 210 210

実績値 403 196 －

[回] 達成率 111.9% 93.3% －

令和 2 年度 令和 3 年度 目標値 70 70 70

3,243 3,521 実績値 75 45 －

2,575 － [回] 達成率 107.1% 64.3% －

No. 活 動 指 標 達成度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 成 果 指 標 達成度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 評価

 目標値 24 24 50 目標値 4,638 4,538 4,438

 ( H28 ～ ) 実績値 77 101 － 実績値 3,806 3,063 －

 [回] 達成率 320.8% 420.8% － [人] 達成率 117.9% 132.5% －

 目標値 90 186

実績値 90 66

[回] 達成率 100.0% 35.5%

令和 2 年度 令和 3 年度 目標値

45,074 37,510 実績値

44,474 － 達成率

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

1

高齢者交通安全対策推進事業 ①体験型交通安全教育の実
  施
                   1,572
②高齢者運転免許自主返納
  支援
                     312

交通安全体験講座参加者
数

高齢者の交通事故
件数

Ａ生活環境企画課

　県内の交通事故が減少する中、高齢者が関
与する交通事故割合は高水準で推移している
ことから、加害・被害両面から高齢者事故を
抑止するため、体験教育を実施するととも
に、運転免許自主返納支援制度の周知などを
行う。

高齢運転者免許自主返納
者数

事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針

　運動能力や状況判断能力の低下を自覚できるクイックアーム
やクイックキャッチを活用した講座を実施するとともに、運転
免許自主返納やサポカー等の購入を促進し、高齢者が関連する
交通事故件数の削減を図った。
　引き続き高齢者交通安全対策の充実を図るとともに、自転車
の安全利用や若者に向けた交通安全教育など、状況や世代に応
じた対策を効果的に進めるため、令和３年度から「優しいマ
ナーと思いやりの運転県おおいた推進事業」を実施する。

区分 令和元年度

予算 1,676

決算 1,676 

交通安全シルバーサポー
ト活動個別指導数

①速度違反取締装置の整備
　　　　　　　 　 25,023
②大分県運転マナー・横断
　マナー向上のための広報
　啓発活動
　　　　　　　　　10,690
③交通安全教育車、自転車
　シミュレータによる交通
　安全教室等の実施
　　　　　　　　　 8,547
④交通安全指導のための幼
　稚園等訪問活動
　　　　　　　　　 　814

可搬式速度違反取締り実
施回数

高齢者事故死傷者
数

Ａ交通企画課

　高齢者の交通事故防止を図るため、危険予
測シミュレータ等を活用した安全教育を実施
するとともに、高齢運転者に対して運転免許
の自主返納制度等の周知を図る。

参加体験型講習機材によ
る講習回数

事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針

　コロナ禍により、計画どおりにはいかなかったものの、参加・体
験型の講習を通じて、高齢者に加齢に伴う身体能力の変化等への理
解を深めてもらうことで、交通事故防止に取り組んだ。また、事故
の当事者となった高齢者に、事故の危険性等を個別に説明すること
で、運転免許の自主返納が進むよう取り組んだ。
　令和３年度は、参加人数や年齢等に合わせたきめ細かな参加体験
型講習を実施していく。

区分 令和元年度 歩行シミュレータによる
講習回数

予算 5,571

決算 4,487 

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

2

高齢者交通事故防止総合対策事業 ①老人クラブ連合会と連携
  して交通安全指導を実施
  するシルバーサポート事
  業
　　　　　　　　   　885
②危険予測トレーニングシ
  ステムを活用した講習
　　　　　　　　　　 732
③歩行者用危険予測シミュ
  レータを活用した講習
　　　　　　　　　　 644
④運転能力診断システムの
　導入
　　　　　　　　　　 517

交通事故死傷者数

Ａ交通企画課、交通指導課

　交通事故総量を抑止するため、交通安全広
報・教育を通じて県民全体の交通安全意識の
高揚を図る。 幼稚園訪問活動 事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針

　コロナ禍で減少した幼稚園での交通安全指導の補完として、
交通安全フェアでの啓発グッズの配布等に努める等、啓発活
動・指導を着実に実施した結果、交通事故死傷者数を減少させ
ることができた。今後も、交通事故分析に基づく、時間、場
所、形態等に着目した対策や事故多発路線・エリアでの重点的
な啓発活動・取締りを実施し、交通事故死傷者数の減少に取り
組む。

区分 令和元年度

予算 26,000

決算 25,592 

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

3

交通事故総量抑止対策推進事業
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主要な施策の成果（事務事業評価）令和２年度実績【施策コード：Ⅰ－５－(２)】ｱ

No. 活 動 指 標 達成度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 成 果 指 標 達成度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 評価

 目標値 800 800 800 目標値 750 750 750

 ( H28 ～ ) 実績値 905 773 － 実績値 675 634 －

 [件] 達成率 113.1% 96.6% － [件] 達成率 90.0% 84.5% －

 目標値 800 800 800

実績値 1,114 854 －

[件] 達成率 139.3% 106.8% －

令和 2 年度 令和 3 年度 目標値 400 800 800

8,749 8,777 実績値 1,178 1,803 －

8,730 － [件] 達成率 294.5% 225.4% －

No.

 

 ( H3 ～ )

 

 

令和 2 年度 令和 3 年度

80,000 80,000

80,000 －

No. 活 動 指 標 達成度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 成 果 指 標 達成度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 評価

 目標値 120 120 100 目標値 1,180 1,280 1,300

 ( H25 ～ ) 実績値 109 97 － 実績値 1,063 1,160 －

 [箇所] 達成率 90.8% 80.8% － [累計：箇所] 達成率 90.1% 90.6% －

 目標値

実績値

達成率

令和 2 年度 令和 3 年度 目標値

800,000 800,000 実績値

800,000 － 達成率

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

6

（単）身近な道改善事業 ①歩道や路肩などの歩行空
　間の改善
　　　　　　　　 800,000

着手箇所数 完了箇所数

Ｂ道路保全課

　住民の生活に密着した道路の利便性・安全
性を低コストかつ短期間で向上させるため、
路肩の拡幅や簡易歩道整備等の小規模な改良
及び通学路安全対策を実施する。

事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針

　令和２年度は、植樹帯の撤去や簡易歩道の設置など97箇所で
事業を実施した。
　当該事業に対する地元要望は多く、引き続きそのニーズにき
め細かく応えられるよう取組を推進する。

区分 令和元年度

予算 800,000

決算 800,000 

事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針

5

共生のまち整備事業 ①歩道等改良
　・段差解消、歩道面改修、側溝蓋設置、障害物撤去・移設等
②県有施設改修
　・スロープ化、多機能トイレ、手すり等設置等
③交通環境整備
　・視覚障害者用音響装置、経過時間表示装置

　高齢者、障がい者等にとって社会活動への参加を妨げる障壁
除去が推進され、共生社会への一助となった。
　今後も、県が設置または管理する既存の公共施設のバリアフ
リー化およびユニバーサルデザイン化を推進する。

建設政策課

　すべての県民が自立していきいきと生活
し、人と人との交流が深まる共生型の地域社
会を実現するため、社会活動への参加を妨げ
る行動面での障壁を取り除くことを目的に、
県が設置または管理する既存の公共施設のバ
リアフリー化を推進する。

区分 令和元年度

予算 80,000

決算 80,000

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

4

認知症等早期発見支援事業 ①保健師等（会計年度任用
　職員）３名の配置
                   8,749

質問票による個別聴取件
数

受診勧奨、自主返
納、支援センター
等引継件数 Ｃ運転免許課

　認知症等の早期発見・早期対応により、高
齢運転者による交通事故防止を図るため、免
許更新の機会等に医療的側面から症状の把
握、相談等の支援を行うために、医療的知識
を有する保健師等を運転免許センターに配置
する。

認知機能検査第１分類対
応件数

事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針

　安全運転相談は、令和元年11月から、本人だけでなく家族からの
相談も受け付けるようにしたところ、相談者数が大きく増加した。
成果指標は、受診勧奨件数が減少したことから目標値に達していな
いが、これは認知症が疑われる高齢者に対し、受診勧奨にとどまら
ず、診断書の提出を要請する機会が増加したこと等によるものであ
り、同診断に基づく運転免許の取消処分や免許継続断念数が280件に
達する等の成果が得られている。今後も自主返納後のサポート等に
ついて福祉団体等と連携を強化しながら、認知症等の早期発見によ
る事故防止活動を継続推進する。

区分 令和元年度 一定の病気等に係る安全
運転相談件数

予算 8,552

決算 8,439 
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主要な施策の成果（事務事業評価）令和２年度実績【施策コード：Ⅰ－５－(２)】ｱ

No.

 

 ( ～ )

 

 

令和 2 年度 令和 3 年度

5,569,013 2,903,733

2,945,102 －

No. 活 動 指 標 達成度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 成 果 指 標 達成度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 評価

 目標値 57.0 53.0 目標値 4,638 4,538

 ( H30 ～ R2 ) 実績値 60.3 59.5 実績値 3,806 3,063

 [km] 達成率 105.8% 112.3% [人] 達成率 117.9% 132.5%

 目標値

実績値

達成率

令和 2 年度 令和 3 年度 目標値

71,408 実績値

68,959 達成率

No. 活 動 指 標 達成度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 成 果 指 標 達成度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 評価

 目標値 300 300 300 目標値 4,638 4,538 4,438

 ( S46 ～ ) 実績値 332 437 － 実績値 3,806 3,063 －

 [本] 達成率 110.7% 145.7% － [人] 達成率 117.9% 132.5% －

 目標値 24 8 2

実績値 24 8 －

[基] 達成率 100.0% 100.0% －

令和 2 年度 令和 3 年度 目標値 8 20 17

949,328 899,573 実績値 8 14 －

936,268 － [個] 達成率 100.0% 70.0% －

事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針

7

①(公)交通安全事業
　・歩道、自転車歩行者道、交差点改良等
②(単)交通安全事業
　・道路附属物の整備、交通安全施設の維持・補修、カラー舗装等の交通弱者事故対策
③(単)側溝整備事業
　・排水溝未整備箇所の整備、排水溝の断面改修、流末修繕等

　「交通安全施設等整備事業の推進に関する法律」に基づき、
歩道・自転車歩行者道の整備、交差点の改良、道路標識の設置
等、交通安全施設を整備し、通学生をはじめとする歩行者等の
安全の確保と交通事故防止対策を実施した。
　　　　　　　　 　    　（翌年度繰越額　1,950,938千円）

道路保全課

　道路利用者の安全を確保するため、防護柵
や道路標識、道路照明などの交通安全施設の
新設および維持補修を実施する。

区分 令和元年度

予算 4,675,729

決算 2,657,195

交通安全事業

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

横断歩道更新数 交通事故死傷者数

Ａ交通規制課

　令和元年度のラグビーワールドカップ大分
開催の備えとして、また、その後も来県する
観光客等へ安全かつ快適な交通環境を提供す
るため、摩耗の進んだ横断歩道の改修等を集
中的に実施する。

事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針

　摩耗した横断歩道等の更新のほか、信号機に共架する地名版
を英語併記により整備し、来県する観光客等に分かりやすい交
通環境の提供及び安全で快適な交通環境の整備を推進した。本
事業は当初の事業目的を概ね達成したことから終了し、令和３
年度からは、歩行者に安全かつ快適な交通環境を提供するた
め、「思いやりの横断歩道整備事業」を実施する。

区分 令和元年度

予算 78,234

決算 76,390 

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

8

おもてなしの交通環境整備事業 ①摩耗した横断歩道等の更
　新整備
　　　　　　　　　71,408

①信号機の改良
　　　　　　　　 465,837
②交通管制の整備
　　　　　　　　 233,322
③道路標識の整備
　　　　　　　　  56,360
④信号機の新設
　　　　          44,952
⑤信号機電源付加装置の整
　備
　　　　　　　　  37,408

指定道路の道路標識の整
備数

交通事故死傷者数

Ａ交通規制課

　道路交通の円滑化を図り、安全を確保する
ため、信号機や道路標識など交通安全施設の
整備を行う。 指定路線の信号機新設数 事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針

　信号機の新設や道路標識等交通安全施設の整備を推進し、道
路交通の円滑化及び交通事故防止を図った。
　引き続き、安全で安心な交通社会の実現のため、交通環境の
変化に対応した交通安全施設整備事業を推進していく。
 
 
 
 

区分 令和元年度 信号機電源付加装置整備
数

予算 860,486

決算 851,540 

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

9

交通安全施設整備費
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主要な施策の成果（事務事業評価）令和２年度実績【施策コード：Ⅰ－５－(２)】ｱ

No.

 

 ( S48 ～ )

 

 

令和 2 年度 令和 3 年度

11,768 10,268

11,768 －

10

交通事故遺児救済援護活動助成事業 ①大分県交通安全推進協議会補助
  ・大分県交通安全推進協議会が実施する交通遺児救済援護事業に対する補助
②大分県交通事故遺児等援護基金積立金
　・大分県交通事故遺児等援護基金への積み立て

生活環境企画課

　交通事故で親を失った子ども（交通遺児）
を支援するため、大分県交通事故遺児等援護
基金を財源とし、大分県交通安全推進協議会
が実施する交通遺児救済援護事業に対して補
助する。

区分 令和元年度

予算 11,275

決算 11,275

事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針

　大分県交通安全推進協議会が交通遺児へ給付する小中学校入
学祝金、修学旅行助成金や中学校卒業祝金等の救済援護事業に
対して補助し、令和２年度は40人に支給した。
　引き続き、交通遺児が健やかにたくましく成長できるようこ
の取組を継続する。

大分県交通安全推進協議会補助金の助成内容
　・新規交通遺児激励金：２万円
　・入学祝金（小・中学生）：５万円
　・修学旅行助成金：小学生２万円　中学生３万円
　・中学卒業祝金：１０万円
　・育英支援金の贈呈（中学校卒業後の３年間・年度当初に）：３万円　等

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容
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